
１５日（火）、進路説明会を実施しました。お忙しい中、多くの保護者の皆様にご来校いただきましてありが

とうございました。新型コロナウイルスの感染状況は未だ予断を許さない状況ですが、可能な限り生徒の様子

をご覧いただく機会を設けたいと考えています。 

進路説明会では、主に令和５年度道立高等学校入学者選抜における変更点を説明しました。①当初出願した

学科に関係なく、どの学科にも出願変更できる。②推薦枠が学校ごとに設定され、中学校長推薦から自己推薦

に変わる。(配付資料をご確認願います) 

進路や手続き等に関しての質問や相談がありましたら、いつでも担任や進路指導担当者にお問い合わせくだ

さい。 

 

成果について 
厚真町立厚真中学校長 北尾  稔 

一度、仕事をミスしたことで落胆してしまう。テストや試合等で失敗してしまい、落ち込んでし

まう。長い人生で、一度も失敗や過失がなく過ごしている人はいないと思います。 

成功と失敗、これには段違いの格差があるようですが、成果という意味では、成功にも、失敗に

もどちらにも宿っているといえます。 

人が壁に直面して苦しんでいるとき、「こんな失敗をするはずがない」とか、「もっと別のましな

生き方があるはずだ」と、袋小路にはまり、悶々としてしまうことがあります。さらには、何もして

いないのに「いつかきっと良くなるに決まっている」と、根拠のない希望をもってしまうことがあ

ります。 

こういった形では、とうてい人生の目的や、幸福感を享受することはできません。大切なことは、

『自分が体験することのすべてに成果はあると思える心』なのです。 

失敗しても成功しても、それぞれに成果があり、それらを反省して次にどう生かしていくか、今一

度振り返ってみましょう。そして、残りわずかな 2 学期をよりよく終わらせて、さらなる向上へと

つなげていってほしいと願っています。 

 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 木 3 年三者懇談,1･2 年二者懇談(～5 日)   22 木 大掃除 

6 火 校内推薦委員会  23 金 ２学期終業式  

8 木 
授業公開日  3 年生合格祈願レク 

２年生修学旅行説明会 

 24 土 冬季休業日（～１／１５） 

 28 水 学校閉庁日(～１／４) 

 
 
 
 
 
 

厚真町立厚真中学校 地域連携だより 

 

 

 

 

No.８ 令和４年１１月３０日（水）発行 

【厚真中学校教育目標】 

豊かな心をもち、自ら学び、明るく、 
たくましく生きる人間をめざす 

 
・豊かな心をもち支え合う生徒 （心） 
・自ら学び正しく判断する生徒 （学） 
・希望に燃え明るく努力する生徒（望） 
・鍛え合いたくましく生きる生徒（鍛） 

右 記 Q R コ ー ド か ら 学 校 ホ ー ム ペ ー ジ に ア ク セ ス で き ま す の で 、 ご 活 用 く だ さ い 。

定 期 的 に 日 頃 の 教 育 活 動 の 様 子 を 更 新 し て い き ま す 。 地 域 の 皆 様 も 、 生 徒 た ち の

が ん ば っ て い る 姿 を ぜ ひ ご 覧 く だ さ い 。 h t tp s: / / at su m a - k yo ik u .j p /at s u ma -c / 



北海道教育委員会では、平成 30年度（2018年度）から「学校閉庁日」の取組を全ての学校で実施していま

す。つきましては、冬季休業期間における学校閉庁日を次のとおり設定することとしましたので、御理解と御

協力をお願いいたします。なお、学校への連絡等はこの期間外にお問い合わせください。また、緊急連絡が必

要な場合には次の連絡先までお願いします。 

１ 学校閉庁日   ・令和４年(2022年)１２月２８日（水） ～ １月４日(水) 

２  緊急連絡先  ・厚真町役場代表番号 ２７－２３２１  ※ 教育委員会をお呼び出しください 

【特別賞】 

1年 A･B組 紫羅欄花(ストック) 

2年 A組  菖蒲（しょうぶ） 

3年 A･B組 空芽(ひまわり) 

 本研究大会には、町内外から教職

員等約１４０人が参加しました。３

年生は総合的な学習、２年生は理科

を公開し、若干緊張しながらもしっ

かりと学習に取り組みました。 

←蝦名ス
クールカ
ウンセラ
ーによる
心のサポ
ート授業
の様子 

２５日（金）に実施した APRでは、 

ふるさと学習の内容に基づいた「ふる 

さと厚真の未来」を ALTへ説明した上 

で、更に SDGsの視点から、「住み続け 

られるまちづくり」を進めるために、 

困った時には支え合い、全ての人が温 

かなつながりを実感できるようにする 

にはどうしたらよいのか、自分の考えを英語で伝えました。 

 
 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６１回苫小牧地 

区中学校学級新聞コ 

ンクールが開催され、 

３学年それぞれが特 

別賞を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８日(金)、税理士の伊藤秀作氏を講師に迎えて租税教室を実施しま 

した。約５０種類もある税のうち代表的なものを教えていただいたり、 

国の財政状況や消費税のことを考えりと、大変貴重な時間となりました。 

生徒は、税が「取られる」ものではなく、将来の自分に返ってくるとい 

う意味で「税を預ける」ものだという認識をもつことができました。 


